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あったことは広 く台湾ヨ1場 fll害関係者のため真に天来の福音というべきである。

よってこの際これが受入れ態勢樹立の必要が生じたので多年台湾ヲ1場者の擁護の

ため尽力 してきた台湾関係有恙相図り台湾引場利害関係者の厚生、福社に寄与 し

あわせてその後生の向上発展を策するため公益法人の設立を発起 した次第である。
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案 2-財団法人高砂協会の由来

■の高砂学生会館は財団法人高砂協会が運営しています。財団法人高砂協会は、

閉鎖機関台湾銀行が清算の過程で 3+万 円を出捐 して、1957年に設立されました。
高砂学生会館は、当初、日本の地方都市に居住する台湾ワ1場者の子弟で、東京の

大学に通学する学生を収容することを目的としていました。

日本は日清戦争勝 fllに より台湾を殖民地として以来多くの日本人が台湾に入殖 し、

殖産興業にまい進 しました。 しかし 1945年 の敗戦により、日本は台湾を失い、大

勢の日本人が日本にワ1場 げました。これら引場者の多くは財産を失い、日本での

新たな出発を余儀なくされました。ワ1場者の子弟の中には学力優秀で、向学ミに

燃える人でも経済的事情で、大学進学を断念せざるを得ない人もいました。この

ような時代に高砂学生会館は日本各地の台湾引場者の子弟を受け入れ、社会に貢

献 しました。

その後、日本経済が復興発展するにつれ、住宅事情はよくなり、また生活に余裕

“

でヾきて台湾ワ1場者という言葉も風化 していきました。

一方、日本はアジアの先進国として、東南アジアをはじめ留学生を積極的に受入

れていますが、留学生の居住環境はまだまだ厳 しいようです。そこで、 1982年に

財団法人高砂協会は目的を一部変更 し、これら留学生にも門戸を開き今日にいた

っています。

今世界には多くの争いがあります。高砂学生会館には、いろいろの国から留学生

集まっています。国家間の理解はそれぞれの国の人の相互理解が基礎にあると思

います。高砂会館の学生は積極的に交流 し、お互いの国の文化を尊重 し、理解す

ることにより争いをなくし、世界の平和と人類の繁栄に貢献 していただくことを

期待 します。
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